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第
６
回
議
会
定
例
会
は
12
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
し
ま
し
た
。

諸
般
報
告
３
件
の
後
、
町
長
提
案
８
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
選
挙
１
件
を

行
い
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

（
2
〜
3
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
佐
久
間
　
千
佳
）

月月月
定例会定例会定例会

子どもの医療費
コロナ前水準へ

補
正
予
算

　
一
般
会
計
に
８
５
２
２
万

７
千
円
を
追
加
し
、
55
億
９

８
２
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

◎
民
生
費

　
子
育
て
支
援
医
療
扶
助
費

に
７
６
２
万
６
千
円
を
追
加

問

増
額
要
因
は
。

ま
た
、
７
月
か
ら
高
校
生
の

医
療
費
無
償
化
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
へ
移
行

し
た
こ
と
と
の
関
連
は
。

町
民
課
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
５
類
移
行
に
伴
い
、

コ
ロ
ナ
前
の
医
療
費
水
準
に

戻
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
受
診
控
え

が
解
消
さ
れ
て
き
た
事
が
主

な
要
因
だ
と
分
析
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
高
校
生
の
医
療
費

無
償
化
に
関
し
て
は
、
当
初

予
算
で
見
込
ん
で
い
た
程
度

で
推
移
し
て
お
り
、
今
回
の

増
額
要
因
と
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。

◎
総
務
費

　
町
営
バ
ス
修
繕
料
１
０
６

万
７
千
円
を
追
加

問

町
営
バ
ス
の
今
後
の
リ

ー
ス
等
の
計
画
は
。

総
務
課
長
　
町
所
有
バ
ス
２

台
分
の
修
繕
料
に
な
り
ま
す

が
、
経
年
劣
化
等
に
つ
い
て

は
、
リ
ー
ス
期
間
終
了
時
に

新
た
な
リ
ー
ス
等
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
教
育
費

　
小
学
校
教
育
振
興
費
７
０

２
万
円
を
追
加

問

費
用
内
訳
は
。

教
育
課
長
　
小
学
校
の
教
科

書
が
令
和
６
年
度
に
改
訂
す

る
こ
と
か
ら
、
教
師
用
の
教

科
書
及
び
指
導
書
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
を
購
入
す
る
も
の

で
す
。

問

４
年
に
１
度
改
訂
す
る

教
科
書
に
お
い
て
、
当
初
予

算
化
さ
れ
て
い
な
い
要
因
は
。

教
育
課
長
　
教
科
書
の
選
定

を
７
月
に
行
っ
て
い
て
、
10

月
に
単
価
が
決
定
す
る
た
め

で
す
。

◎
教
育
費

　
中
学
校
備
品
購
入
費
に
２

４
６
万
９
千
円
を
追
加
（
可

搬
式
冷
房
機
器
導
入
支
援
事

業
費
補
助
金
１
０
０
万
円
）

問

補
助
内
容
、
目
的
は
。

教
育
課
長
　
夏
の
酷
暑
を
受

け
、
体
育
館
で
の
活
動
に
対

し
て
可
搬
式
の
冷
房
機
を
購

入
す
る
際
の
県
よ
り
の
補
助

金
で
す
。

問

特
別
教
室
等
を
活
用
し

た
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
が
有
効
で

は
。

教
育
課
長
　
特
別
教
室
の
活

用
に
関
し
て
、
休
日
や
夏
休

み
等
で
の
開
放
は
難
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
状
況
に

応
じ
て
学
校
に
確
認
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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⒈ 　議会広報のよく読むページや気になる取り組みは
ありますか？
　町内の団体紹介シリーズに興味があります。目標
を持って元気に活動する町民の紹介は町全体に活気
と明るさをもたらしています。

⒉ 　より読みやすい、手に取りやすい広報紙にするに
はどのような取り組みが良いかアドバイスをお聞か
せください。
　表題、動きを感じる文字表現だと伝える意図がよ
り分かりやすいと感じます。仮称「読者の窓」を設
けて、町民の声を聞くスペースがあったら親近感が
湧きます。

⒊ 　議会や町への要望等あれば
お聞かせください。
　「女性が活躍できる環境（家
庭、地域）づくり」をテーマ
に深く意見を交わす機会が少
ないと感じます。町民総参加
の機運づくりに町と議会の活
発な行動を期待しています。

条
例
改
正

●
三
川
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

（
提
案
理
由
）
山
形
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
準
じ
て
本
町

の
一
般
職
及
び
特
別
職
の
職

員
の
給
与
を
改
定
す
る
と
と

も
に
、
60
歳
を
超
え
る
職
員

の
昇
給
に
関
す
る
規
定
を
整

備
す
る
た
め
。

人
事
案
件

　
三
川
町
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
委
員
の
選

任　
熊
田
　
洋
勝
氏（
東
沼
）

　
上
野
　
千
晶
氏（
横
山
上
）

　
庄
司
　
睦
子
氏（
横
川
）

　
佐
野
　
和
夫
氏（
猪
子
）

　
大
川
　
里
美
氏（
上
町
）

選
　
　挙

　
三
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

の
委
員
及
び
補
充
員

委
員

　
近
藤
　
正
記
氏（
上
町
）

　
荒
田
　
賢
二
氏（
横
山
下
）

　
菊
池
　
謙
二
氏（
猪
子
）

　
佃
　
　
　
久
氏（
横
山
上
）

補
充
員

　
石
川
　
昭
廣
氏（
袖
東
町
）

　
杉
山
　
淳
一
氏（
猪
子
）

　
齋
藤
　
勝
洋
氏（
竹
原
田
）

　
太
田
　
幹
雄
氏（
落
合
）

小林智子さん（横内）

◎
土
木
費

　
住
宅
管
理
費
に
87
万
４
千

円
を
追
加

問

町
営
住
宅
の
令
和
５
年

度
に
お
け
る
家
賃
の
収
入
見

込
み
、
修
繕
料
、
役
務
費
等

の
ト
ー
タ
ル
的
な
経
費
を
合

わ
せ
た
収
支
の
状
況
は
。

建
設
環
境
課
長
　
令
和
５
年

度
に
お
け
る
町
営
住
宅
の
収

入
は
６
３
０
万
円
弱
、
歳
出

は
３
０
０
万
円
弱
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

問

町
営
住
宅
の
長
寿
命
化

計
画
が
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
理
由

は
。

建
設
環
境
課
長
　
町
営
住
宅

の
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て
、

今
後
の
あ
り
方
を
精
査
し
た

上
で
掲
載
し
た
方
が
よ
い
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

●
三
川
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
提
案
理
由
）
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
実
施
要
綱
施

行
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
支

援
員
の
要
件
を
緩
和
し
令
和

６
年
度
以
降
の
円
滑
な
事
業

運
営
に
資
す
る
た
め
。

謹
賀
新
年

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
近
年
は
い

ろ
ん
な
行
事
、
事
業
が

中
止
・
延
期
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
や
感
染
予
防
の
徹

底
な
ど
に
よ
っ
て
、
元

の
日
常
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
今
年
は
、
希
薄
化
し

た
人
の
繋
が
り
が
濃
く

な
り
地
域
を
活
性
化
で

き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　
三
川
町
議
会
で
は
、

昨
年
も
町
当
局
に
政
策

や
施
策
を
提
言
し
ま
し

た
。
今
年
は
、「
提
言
書
」

を
検
証
し
ま
す
。

　
住
民
の
意
見
を
広
く

聞
く
「
広
聴
活
動
」
を

充
実
し
な
が
ら
町
民
の

福
祉
向
上
に
努
力
し
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

議　長
志田　德久

●
三
川
町
下
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例

（
提
案
理
由
）
下
水
道
事
業

の
持
続
的
な
経
営
の
確
保
を

目
的
に
、
令
和
６
年
４
月
１

日
よ
り
地
方
公
営
企
業
に
移

行
す
る
た
め
。

（今回から名称を変えました）

読者の窓読者の窓
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あいさつであいさつで もっともっと活気のある町活気のある町へへ

（
4
〜
5
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
砂
田
　
茂
）

　押
切
小

　六
年

　粕
谷  

明
理
さ
ん

私
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
る
事

● 「明るいあいさつとともに、1人ひとりが考えをもっ
て行動し、成長し続ける学校」がテーマです。素敵
なあいさつをしている人を昼の校内放送で紹介して
います。

「笑顔であいさつすべし」などの「あいさつ憲法」を
つくって校内に掲示しています。

● 「廊下歩行」は、ルールや安全について考える身近
な機会です。実態と対応策を話し合い、内容を１，２
年生にも分かるよう工夫して全校放送をしています。

● 横山小学校は、青少年赤十字に入っています。空き
缶集めを通して集まった義援金を、修学旅行で南三
陸の方々に届けてきました。

横山小学校
●児童会目標は「ニコニコ広がる押切小」です。
お…思いやりあふれる押切小
し…しっかり伝わるカスタネット返事「はいっ」
き…きもちのよいあいさつ・えしゃく「にこぺこり」
り…りっぱな行動と判断ができる押切っ子

　 「お・し・き・り」に取り組むことで笑顔（ニコニコ）
が広がる押切小を目指しています。

● アルミ缶回収にも力を入れ、お金に換えて車椅子
を購入し老人ホームに届けています。

押切小学校

●
み
ん
な
で
使
え
る
公
共
の
場
や
、

み
ん
な
が
集
ま
る
場
所
を
増
や
す

と
活
気
も
出
る
と
思
う
。

●
児
童
会
や
生
徒
会
が
中
心
に
か
か

わ
り
を
持
っ
て
学
校
同
士
の
交
流

や
、
地
域
の
方
を
学
校
に
招
い
て

の
交
流
が
で
き
る
と
い
い
の
で
は
。

●
地
域
も
学
校
の
み
ん
な
も
仲
良
し

な
、
魅
力
あ
る
町
に
す
る
に
は
、

何
が
で
き
る
か
を
一
人
ひ
と
り
が

良
く
考
え
る
こ
と
で
は
。

●
子
育
て
施
設
を
充
実
さ
せ
る
と
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
親
や
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
ま
で
つ
な

が
り
仲
良
く
な
れ
る
。

　
議
会
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
考
え
る
こ
と
と
、
実
際

に
言
葉
に
し
て
伝
え
る
こ
と
の
大
切

さ
で
す
。

　
み
ん
な
で
協
力
し
て
考
え
る
こ
と

で
、
自
分
に
は
な
か
っ
た
考
え
が
出

て
き
た
り
、
良
い
町
に
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
が
高
ま
っ
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
言
葉
に
し
て
伝
え
る

　
初
め
て
議
会
の
席
に
座
り
ま
し
た
。

最
初
は
と
て
も
き
ん
ち
ょ
う
し
た
け

れ
ど
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ
た
こ
と

を
し
っ
か
り
と
議
員
の
方
々
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

ま
た
議
員
の
方
々
の
話
を
聞
い
て
、

新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
横
山
小
学
校
か
ら
の
質
問

や
、
押
切
小
学
校
か
ら
、
横
山
小
学

校
へ
の
質
問
も
し
っ
か
り
と
喋
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
考
え
が
深

ま
る
議
会
で
し
た
。

議
員
と
懇
談
し
て

●
子
ど
も
が
町
の
歩
道
を
自
分
た
ち

で
整
備
す
る
「
グ
リ
ー
ン
大
作
戦
」

を
行
い
、
ゴ
ミ
拾
い
や
草
取
り
、

き
れ
い
な
花
を
植
え
た
り
す
る
活

動
を
す
る
。

●
地
域
で
菜
の
花
を
植
え
る
こ
と
で
、

菜
の
花
ま
つ
り
に
向
け
て
地
域
の

菜
の
花
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、

交
流
す
る
機
会
を
つ
く
れ
る
。

　横
山
小

　六
年

五
十
嵐  

太
地
さ
ん



令和 6年 1月 15日　第 164 号本文を読みやすい『UDフォント』に変更しました。5

小学生との小学生との
議場懇談会議場懇談会
12月19日12月19日

あいさつであいさつで明るい明るい

副
議
長

　町
野

　昌
弘

　
各
小
学
校
の
頑
張
っ
て
い
る

事
に
共
通
し
て
「
あ
い
さ
つ
運

動
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
挨
拶
は
学
校
生
活
だ
け
で
な

く
社
会
に
出
て
か
ら
も
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
築
く
う
え

で
欠
か
せ
な
い
事
な
の
で
、
三

川
の
子
ど
も
達
は
大
人
に
な
っ

て
も
心
配
な
く
活
躍
で
き
る
人

に
な
る
と
、
頼
も
し
く
感
じ
ま

し
た
。

● 「みんなが笑顔になるあいさつ」をキーワードにあ
いさつ運動に取り組んでいます。あいさつが上手な
人を「名人・達人・神」に分けて掲示し紹介しています。

● 「思い描く学校をともに創りあげる子ども」を目指
して、みんなで授業を作ることを頑張っています。6
年生の授業を、全校みんなが見て授業に生かす学び
合いができました。

● 子どもたちが仲良くなるための取り組みを積極的に
企画しています。「東郷逃走中」は、全校のみんなで
鬼ごっこをします。バースデー紹介でお互いを知り合
う機会があります。

東郷小学校

議
員
の
感
想

●
三
川
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
「
み

か
わ
ん
」
に
続
き
「
あ
か
が
わ
ん
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
つ
く
っ

て
は
。

●
パ
ル
ク
赤
川
や
な
の
花
ホ
ー
ル
脇

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
使
っ

て
、
夏
は
釣
り
大
会
や
川
渡
り
大

会
、
冬
は
雪
像
づ
く
り
大
会
を
し

て
は
。

●
あ
い
さ
つ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、

小
学
生
が
地
域
を
ま
わ
り
な
が
ら
、

あ
い
さ
つ
を
呼
び
か
け
て
み
る
。

●
町
で
交
通
安
全
教
室
を
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
乗
り
物
に
乗
っ
た
り
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
し
な
が
ら
、
安

全
を
学
べ
た
ら
い
い
。

●
夜
に
な
る
と
暗
く
て
危
な
い
場
所

が
多
い
た
め
街
灯
を
増
や
し
、
道

幅
が
狭
い
と
歩
行
者
が
危
な
い
た

め
、
道
路
を
広
く
す
る
な
ど
、
交

通
面
を
整
え
て
は
。

●
外
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
も
作
る

な
ど
、
多
く
の
人
が
外
で
運
動
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

●
三
川
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
い
も
煮
」

料
理
を
開
発
し
、
他
県
に
移
動
販

売
車
で
行
っ
て
宣
伝
し
て
は
。

こ
と
で
、
文
章
で
読
む
よ
り
も
よ
く

伝
わ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
体
験
は
初
め
て
だ
っ

た
の
で
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。

　東
郷
小

　
東
郷
小
学
校
の
み
な
さ
ん
は
、
都

合
に
よ
り
今
回
の
議
場
懇
談
会
に
は

出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
貴
重

な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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町内の3校にアンケートを実施し、いただいた疑問を掲載しました。

三 川 町 議 会  議 場

「「ぎかいぎかい」」っってて何？何？小学生の素直
な疑問

（
6
〜
7
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
町
野
　
昌
弘
）

Q議会は1日およそ何時間かかるのですか。

（長い時と短い時）

A  普段は５、６時間かかりますが、短い日
は２時間くらいで終わる時もあります。

Q税金は誰が決めているのですか。

A  国税は国会が、県税は県議会で決め、町
税は町長が税条例を提案して議会で審議
して決めます。

Q議員にはどのような役割がありますか。

A  税金の使い方を決めたり、条例（町の
ローカルルール）を決めたりする役割が
あります。

Q 議会は小中学校と、どのようなかかわ

りがありますか。

A  児童・生徒の皆さんが学校で健康にすご
したり、勉強しやすい環境をつくるため
に必要な予算を決めたりしています。

Q 議会の話し合いで、一番大変なことは

なんですか。

A  いろんな意見が出た時に議会として一つ
の答えを出すのが大変です。
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三 川 町 議 会  議 場

「「ぎかいぎかい」」っってて何？何？

Qどんな時に議会が開かれるのですか。

A  年に４回の定例議会と、町長が必要と
思ったときに開かれる臨時議会がありま
す。

Q議会はなぜ必要なのですか。

A  議会が無いと、予算や条例を決めるのに
町民全員で住民投票をして決める事にな
り大変なので、議員が住民の代表として
議会で決めるためです。

Q 議員は記者にかん視されていますか。

（ドラマでみてたら）

A  新聞記者に監視される事はありませんが、
町民からは見られていると思います。

Q 税金はどのようなことにつかっている

のですか。

A  町民が安全に楽しく暮らせるように使っ
ています。

Q議会がない時はなにをしていますか。

A  普段はそれぞれの仕事をしたり、町の課
題などについて調べたりしています。
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一
般
質
問

一
般
質
問

︵
10
~
15
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
淳
士
︶

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

（
音
声
配
信
中
）

　町政に関して議員が質問を行い、新たな
政策の提案や意見を述べ、時には是正を求
め、町政をより良い方向へ導くものです。

一般質問
とは…

鈴木 淳士 議員 （11ページ）
●�ふるさと応援寄附金管理運営の改善策を
●子育て支援策の今後について

佐久間 千佳 議員 （12ページ）
●これからの農業政策は
●みかわ産業団地及び企業誘致について
○道路橋梁インフラについて

町野 昌弘 議員 （13ページ）
●地域公共交通に対する町の対応は
●町民体育館の照明について
○町道の維持管理は

砂田　茂 議員 （14ページ）
●�子育て世代の負担軽減と子育て環境につい
て

○高齢者福祉について

小野寺 正樹 議員 （9ページ）
●今後のイベントのあり方は
●異常気象に強い土づくり支援策について
○中学生が主体的に取り組める環境整備と
　地域との関わりは

鈴木 重行 議員 （10ページ）
●農作物の品質低下への支援策は
●子どもの居場所づくりについて

12 月 7～8 日、6 人の議員が以下の
項目について質問しました。
●の内容を掲載しています。

12
月
定
例
会

町 政 を 問 う
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

納涼祭で活躍する若者たち

堆肥と土壌改良剤散布作業

異
常
気
象
に
強
い
米

づ
く
り
の
た
め
、
土

壌
改
良
剤
に
よ
る
一
層
の
支

援
策
は
。異

常
気
象
に
お
け
る

リ
ン
酸
と
ケ
イ
酸
肥

料
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
様
々
な
研
究
に
よ
り
、

そ
の
有
効
性
が
多
数
報
告
さ

れ
て
い
て
、
適
切
な
水
管
理

や
適
期
刈
取
り
と
と
も
に
土

づ
く
り
や
施
肥
管
理
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
「
新
農

業
所
得
構
造
改
革
推
進
事

業
」
の
中
に
「
土
づ
く
り
支

援
事
業
」
を
盛
り
込
み
、
土

壌
改
良
に
む
け
た
積
極
的
な

取
り
組
み
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
土
壌
改
良
に
は
、

相
当
の
年
数
が
必
要
と
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
県

や
J
A
等
か
ら
の
技
術
指
導

や
育
成
情
報
の
提
供
に
努
め
、

土
づ
く
り
の
支
援
策
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。

小
お

野
の

寺
でら

 正
まさ

樹
き

  議員

町民による、町民の為のイベントを
町長　今後も賑わいを創出

異
常
気
象
に
強
い
土
づ
く
り
支
援
策
を

�

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の

あ
り
方
は
。

 

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
よ
る
交
流
人
口
、

関
係
人
口
の
拡
大
と
賑
わ
い

の
創
出
。
さ
ら
に
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
皆
さ
ま

か
ら
来
場
し
て
い
た
だ
き
、

体
験
な
ど
充
実
し
た
内
容
で

開
催
で
き
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
多
く
の
方
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

よ
り
町
民
が
集
え
る

納
涼
祭
は
。

大
勢
の
来
場
者
を
迎

え
、
活
気
と
熱
気
に

あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
、

手
作
り
の
祭
り
、
皆
さ
ん
が

気
取
ら
ず
に
楽
し
め
る
祭
り

と
し
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
、

事
業
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

�

独
自
の
花
火
大
会

の
開
催
は
。

か
つ
て
は
夏
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
が
、

当
時
の
庄
内
14
市
町
村
の
開

催
状
況
等
に
よ
り
、
平
成
14

年
の
花
火
大
会
を
最
後
に
開

催
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
経
過
も
踏
ま
え
慎
重
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

本文を読みやすい『UDフォント』に変更しました。

問町
長

問町
長

問町
長

問町
長
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一
般
質
問�

―
6
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

鈴
すず

木
き

　重
しげ

行
ゆき

  議員

切れ目のない子どもの居場所づくりを

これまでにない猛暑で
これまでにない品質低下が

共
働
き
世
帯

や
高
齢
者
の

就
業
の
増
加
に
よ
り
、

学
童
保
育
の
利
用
希
望

者
が
増
え
て
い
ま
す
。

希
望
者
す
べ
て
の
受
け

入
れ
を
可
能
と
す
る
施

策
は
。

来
年
度
か
ら
新

た
な
学
童
保
育

施
設
の
開
設
を
予
定
す

る
と
と
も
に
、
長
期
休

業
の
み
の
利
用
希
望
者

に
対
応
す
る
施
設
を
整

猛暑による農作物への影響は
町長　品質低下や収量の減少など影響大きい

記
録
的
な
猛
暑
の

農
作
物
へ
の
影
響

と
、
農
家
経
営
へ
の
影
響
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

今
年
の
記
録
的
な

高
温
に
よ
り
、
水
稲

に
お
け
る
一
等
米
比
率
の
低

下
や
、
大
豆
の
青
立
ち
や
ネ

ギ
な
ど
の
変
形
・
変
色
、
水

分
不
足
に
よ
る
病
気
の
発
生

等
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
稲
の
み
な
ら
ず
、
多
く

の
農
産
物
の
品
質
低
下
や
収

量
の
減
少
、
さ
ら
に
、
肥
料
・

生
産
資
材
や
燃
料
の
価
格
の

高
騰
は
、
農
家
経
営
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
捉

え
て
い
ま
す
。

気
象
災
害
に
よ
る

減
収
や
品
質
低
下

は
再
生
産
へ
の
意
欲
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
地
域
農

業
を
持
続
可
能
と
す
る
た
め

の
支
援
策
は
。

問問 町
長

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
充
実
を

気
象
災
害
や
経
費

の
高
騰
と
い
う
厳

し
い
状
況
は
、
農
業
経
営
を

圧
迫
す
る
と
と
も
に
、
農
業

者
の
生
産
意
欲
の
減
退
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
憂
慮
す
べ

き
こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
「
新
農
業
所
得

構
造
改
善
事
業
」
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
歩
調
を
合
わ
せ
、

地
域
農
業
を
支
援
し
ま
す
。

子
ど
も
や
若
者
が

安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
場
の
整
備
に

つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

子
ど
も
や
若
者
が
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
で
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が

困
難
な
時
代
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
や

若
者
の
意
見
を
聞
い
て
、
地

域
住
民
の
協
力
を
求
め
な
が

ら
、
現
在
あ
る
地
域
資
源
を

活
用
し
た
居
場
所
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

問

問 町
長

教
育
長

子
育
て

支
援
室
長

問

町
長

備
す
る
計
画
で
あ
り
、
希
望

者
全
て
の
受
け
入
れ
が
可
能

と
考
え
て
い
ま
す
。

中
高
生
か
ら
は
学
習

ス
ペ
ー
ス
を
求
め
る

声
が
あ
り
ま
す
。
中
高
生
の

居
場
所
や
学
習
ス
ペ
ー
ス
の

設
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

現
在
、
学
習
の
た
め

に
利
用
す
る
専
用
の

場
所
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

中
高
生
が
安
全
・
安
心
に
利

用
で
き
る
学
習
ス
ペ
ー
ス
の

必
要
性
に
つ
い
て
、
利
用
希

望
や
実
態
を
把
握
し
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

学童保育事業の実施主体は町のはずだが…

町の財政運営に影響が大きい
　　　「いろり火の里」と「ふるさと納税」

ふるさと納税の運営体制改善を
町長　より良い結果をめざし検討する

放
課
後
子
ど
も
対
策
は

本文を読みやすい『UDフォント』に変更しました。

鈴
すず

木
き

　淳
じゅんし

士  議員

ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
（
ふ
る
さ
と
納

税
）
の
寄
附
者
が
選
択
し
た

「
使
い
道
」
と
実
際
の
使
途

明
細
を
比
較
開
示
し
、
透
明

性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
更

な
る
理
解
を
求
め
る
こ
と
も

肝
要
で
は
。

寄
附
金
の
使
途
に

つ
い
て
は
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
の
申
込
書
に

10
項
目
を
提
示
し
、
寄
附
者

か
ら
選
択
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
使
い
道
に
掲
げ
た
項
目
ご

と
の
具
体
的
な
事
業
と
、
寄

附
金
の
件
数
や
金
額
な
ど
の

実
績
公
表
に
つ
い
て
は
、
そ

の
効
果
や
公
表
内
容
を
十
分

検
討
し
た
う
え
で
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

厚
労
省
か
ら
地
方

自
治
体
が
実
施
主

体
と
な
る
べ
き
と
い
う
方
針

が
示
さ
れ
て
い
る
中
、
テ
オ

ト
ル
の
賃
貸
契
約
を
継
続
し

て
き
た
学
童
保
育
等
に
関
す

る
来
年
度
以
降
の
実
施
計
画

は
。

こ
の
事
業
に
関
す

る
管
理
運
営
業
務

を
「
㈱
み
か
わ
振
興
公
社
」

に
委
託
す
る
な
ど
、
企
業
連

携
な
ど
に
よ
る
新
た
な
発
想

と
展
開
が
期
待
で
き
る
外
部

委
託
を
検
討
す
べ
き
段
階
で

は
。

管
理
運
営
業
務
及

び
返
礼
品
に
関
す

る
業
務
を
産
業
振
興
課
内
に

担
当
を
配
置
し
、
地
元
の
農

産
物
や
企
業
な
ど
の
商
品
の

選
定
と
と
も
に
、
返
礼
品
の

提
供
者
に
対
す
る
事
業
説
明

や
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
企
業
連
携
な
ど
に
よ
る
新

た
な
発
想
と
展
開
に
つ
い
て

は
、
令
和
5
年
10
月
の
制
度

改
正
の
影
響
な
ど
を
注
視
し
、

今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
、

よ
り
良
い
結
果
に
つ
な
が
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

テ
オ
ト
ル
の
ほ
か
に

押
切
小
体
育
館
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
学
童
保

育
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

来
年
度
は
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
ん
き
」
内
の
“
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
あ
か
り
”
が
学
童
保

育
所
に
移
行
す
る
予
定
で
あ

り
、
現
在
と
同
様
の
考
え
方

で
事
業
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

町
長

町
長

問

問

問
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一
般
質
問

―
6
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

これからの農業政策は
町長　「地域計画」の作成が重要

佐
さ

久
く

間
ま

千
ち

佳
よし

  議員
若手農家の意見交換会

第4期第4期

田田大橋田田大橋

みかわ産業団地航空写真みかわ産業団地航空写真

本
町
の
認
定
農
業

者
は
令
和
５
年
３

月
末
時
点
で
１
８
９
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
従
事

担
い
手
と
さ
れ
る
認

定
農
業
者
が
減
少
傾

向
に
あ
る
中
、
将
来
に
向
け

た
農
業
政
策
は
。

問

町
長

企
業
誘
致
の

機
運
づ
く
り
を

み
か
わ
産
業
団
地

（
第
４
期
）
の
開
発

状
況
は
。土

地
開
発
公
社
が
７

月
以
降
、
測
量
、
設

計
、
地
質
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
年
度
内
の
設
計
業
務
の

完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

分
譲
予
定
は
。

分
譲
予
定
８
区
画
に

つ
い
て
、
進
出
を
希

望
す
る
企
業
か
ら
の
事
前
申

込
を
受
け
付
け
た
と
こ
ろ
、

４
区
画
に
つ
い
て
申
し
込
み

い
た
だ
き
ま
し
た
。

半
導
体
産
業
が
活
発

化
し
て
い
ま
す
。
庄

内
を
あ
げ
て
、
産
学
官
連
携

の
「
半
導
体
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（
共
同
企
業
体
）」
の
立

ち
上
げ
は
。

庄
内
地
域
で
は
、
半

導
体
に
関
す
る
企
業

側
の
機
運
の
高
ま
り
も
確
認

で
き
て
い
な
い
状
況
な
の
で
、

地
元
産
業
界
の
今
後
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

庄
内
開
発
協
議
会
等

を
通
し
て
県
へ
要
望

す
る
な
ど
、
行
政
か
ら
の
機

運
づ
く
り
は
。

今
後
機
会
が
あ
れ
ば

協
議
会
内
で
発
言
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問 問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
在

に
よ
る
離
農
な
ど
が
理
由
で
、

農
地
の
集
積
が
進
む
中
、
今

後
さ
ら
に
減
少
し
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
担
い
手
不
足
は
農
地
の
荒

廃
を
ま
ね
く
な
ど
、
地
域
に

与
え
る
影
響
が
大
き
い
た
め
、

将
来
に
わ
た
っ
て
担
い
手
を

安
定
的
に
確
保
し
て
い
く
た

め
の
、
若
手
農
業
者
や
新
規

就
農
者
を
増
や
す
取
り
組
み
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
発
展
さ

せ
た
「
地
域
計
画
」
の
作
成

な
ど
が
重
要
で
あ
り
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

水
稲
を
中
心
と
し
た

農
業
経
営
が
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
持
続
可

能
な
農
業
へ
の
影
響
は
。

本
年
度
の
水
稲
に

お
け
る
収
入
に
つ

い
て
は
、
高
温
障
害
に
よ
る

１
等
米
比
率
の
低
下
等
の
影

響
は
あ
っ
た
も
の
の
、
Ｊ
Ａ

の
概
算
金
が
、
昨
年
よ
り

１
１
０
０
円
上
昇
︵
つ
や
姫

を
除
く
︶
し
た
こ
と
で
、
等

級
に
よ
る
価
格
差
や
収
量
の

減
少
分
に
つ
い
て
は
相
殺
さ

問町
長

れ
、
大
き
な
影
響
は
回
避
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

町
まち

野
の

　昌
まさ

弘
ひろ

  議員

町民体育館の照明（水銀灯）

三川町でも「ライドシェア」を
町長　国の制度を確認し検討する

町
民
体
育
館
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

本文を読みやすい『UDフォント』に変更しました。

国
は
「
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
」
を
地
域
交
通
問

題
の
解
決
策
に
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
町
の
認
識
は
。

地
域
交
通
の
移
動
手

段
問
題
を
解
決
す
る

方
法
と
し
て
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
安
全
な
運
行
管
理
や
、

タ
ク
シ
ー
業
界
と
の
共
存
が

可
能
か
な
ど
、
問
題
も
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

他
の
自
治
体
で
は
現

行
法
の
元
、
試
行
錯

誤
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
町
の
対
応
は
。

地
域
公
共
交
通
に
つ

い
て
は
県
内
で
も
行

政
界
を
超
え
た
広
域
の
運
行

を
し
て
い
る
実
例
も
見
ら
れ

ま
す
。
但
し
、
そ
の
事
業
者

が
単
独
で
事
業
運
営
を
さ
れ

町
長

町
長

問問

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
庄
内
に
お
い
て
は
課
題
も

あ
り
な
が
ら
広
域
で
取
り
組

ん
で
行
く
よ
う
県
に
も
話
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
、
国
の
動
き
を
注
視

し
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
民
体
育
館
の
照
明

が
暗
い
と
い
う
声
が

あ
り
ま
す
が
町
の
見
解
は
。

ア
リ
ー
ナ
部
分
の
照

明
は
建
設
当
初
よ
り

水
銀
灯
を
使
用
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
行
う
上
で
の
照
度
に
つ

い
て
は
一
定
の
基
準
を
充
た

し
て
い
ま
す
。

水
銀
灯
の
場
合
は
照

度
の
基
準
は
充
た
し

て
い
て
も
演※

色
性
は
ト
ン
ネ

ル
並
み
の
40
以
下
で
競
技
を

す
る
に
は
不
十
分
で
は
。

問

問

問

確
か
に
大
き
な
ボ
ー

ル
で
あ
れ
ば
見
え
ま
　

す
が
、
卓
球
や
文
化
祭
の
展

示
物
を
見
る
に
は
見
え
づ
ら

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

電
気
代
や
演
色
性
を

考
え
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変

え
て
は
。今

後
、
町
民
体
育
館

の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

工
事
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

教
育
課
長

※ 

演
色
性
…
ラ
ン
プ
な
ど
発
光
す

る
装
置
が
物
体
を
照
ら
し
た
と

き
に
、
物
体
の
色
の
見
え
方
に

及
ぼ
す
光
源
の
性
質
の
こ
と
。
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一
般
質
問�

―
6
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

三川町にも「放課後デイ」を
町長　近隣施設と連携図る

砂
すな

田
だ

　　茂
しげる

  議員

保護者の方がほっとできる交流の場

おいしい「ふるさと給食」には
安全・安心な地元食材が使われている

kkeennkkoouu@@ttoowwnn..mmiikkaawwaa..yyaammaaggaattaa..jjpp  

「
ふ
る
さ
と
給
食
」
で
伝
承

発
達
に
特
性
の
あ
る

子
ど
も
が
利
用
で
き

る
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
本
町
で
の
開
設
は
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
は
、
障
害

の
あ
る
児
童
の
健
全
育
成
と

自
立
支
援
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
て
、
本
町
で
は

子
ど
も
の
個
性
や
生
活
環
境

を
尊
重
し
、
近
隣
施
設
と
連

携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
や
酒
田
市
、

庄
内
町
に
開
設
し
て

い
る
事
業
所
は
17
あ
り
ま
す
。

三
川
町
に
も
開
設
で
き
な
い

か
働
き
か
け
て
は
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
は
、

令
和
元
年
度
が
２
人
、
令
和

２
年
度
が
４
人
、
令
和
３
・

学
校
給
食
で
の
地
元

食
材
の
活
用
状
況
は
。

米
は
県
の
学
校
給
食

会
を
通
じ
て
全
て
三

川
産
が
納
入
さ
れ
て
い
て
、

町
内
の
「
有
機
つ
や
姫
」
生

産
者
の
お
話
を
聞
く
機
会
を

設
け
、
地
元
の
お
い
し
い
食

材
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
野
菜
は
地
元
業
者
に
で
き

る
限
り
納
入
を
お
願
い
し
、

「
ふ
る
さ
と
給
食
」
と
し
て

郷
土
料
理
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
ふ
る
さ
と
の
味
の
伝
承

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
、

ゲ※

ノ
ム
編
集
さ
れ
た

ト
マ
ト
の
苗
を
全
国
の
小
学

校
に
配
布
す
る
計
画
を
発
表

し
て
い
ま
し
た
が
、
本
町
へ

の
配
布
情
報
は
。

教
育
委
員
会
や
学
校

に
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ

ト
を
配
布
す
る
と
い
っ
た
情

報
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

４
年
度
が
６
人
、
令
和
５
年

度
が
10
人
と
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
出
生
数
は
減
少

傾
向
で
あ
り
、
新
た
な
事
業

所
を
開
設
す
る
よ
う
働
き
か

け
る
よ
り
も
広
域
連
携
と
い

う
考
え
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

問問 町
長

健
康
福
祉

課
　
　長

本
町
に
開
設
し
た
い
と
い
う

声
が
あ
れ
ば
実
現
に
向
け
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

発
達
障
害
児
の
親
同

士
が
思
い
を
共
有
で

き
繋
が
れ
る
、
そ
う
い
う
会

と
連
携
す
る
考
え
は
。

身
体
や
発
達
に
障
害

を
持
つ
子
ど
も
の
保

護
者
の
会
「
ド
レ
ミ
の
会
」

が
あ
り
、
近
隣
市
町
に
も
同

様
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。

悩
み
を
抱
え
て
い
る
保
護
者

に
、
障
害
者
相
談
支
援
事
業

や
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
た
り

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

問健
康
福
祉

課
　
　長

問

問

教
育
長

教
育
課
長

※ 

ゲ
ノ
ム
編
集
…
生
物
の
情
報
す

べ
て
が
集
ま
っ
た
ゲ
ノ
ム
を
構

成
す
る
D
N
A
を
切
断
し
遺
伝

子
を
書
き
換
え
る
技
術
。
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肥料の高騰に支援が求められる

　
議
会
か
ら
令
和
5
年
度

提
言
書
に
つ
い
て
説
明
し

た
の
ち
町
内
会
長
か
ら
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
操
作
が

不
慣
れ
な
人
へ
の
対
応
策

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材

の
確
保
対
策
、
町
道
の
整

備
・
修
繕
事
業
の
拡
充
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
意
見
交
換
で
は
、

両
田
川
橋
の
早
期
架
け
替

え
の
要
望
に
対
し
「
今
後

と
も
県
議
と
と
も
に
県
へ

要
望
を
し
て
い
く
」
な
ど

の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
他
に
、
歩
道
・
公

園
な
ど
の
樹
木
の
整
備
や
、

議
会
定
例
会
の
広
報
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
、
身
近
な
課
題
を
聞

く
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

今後の農業振興について今後の農業振興について

両田川橋の架け替えの予定は両田川橋の架け替えの予定は

農 政 懇 談 会

町内会長との懇談会

　
令
和
５
年
11
月
８
日
に
各
町
内
会
長
と
の
懇
談
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
JA
庄
内
た
が
わ
農

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
　
海
藤
喜
久
男
氏
よ
り

「
JA
庄
内
た
が
わ
　
こ
れ
か

ら
の
農
業
振
興
策
」
に
つ
い

て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
組
合
長
か
ら
は
、
経
営
が

益
々
厳
し
さ
を
増
す
農
協
と

し
て
支
所
統
合
や
、
施
設
の

統
合
な
ど
は
避
け
て
は
通
れ

な
い
な
ど
の
話
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
懇
談
で
は
、
夏
場
の
高
温

に
よ
る
水
稲
の
品
質
低
下
や
、

肥
料
費
の
高
騰
に
対
し
て
農

協
独
自
の
支
援
策
を
求
め
る

意
見
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
三
川
町
農
業
委

員
会
、
庄
内
た
が
わ
農
協
、

庄
内
赤
川
土
地
改
良
区
か
ら

の
情
報
提
供
や
、
今
後
の
農

業
振
興
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

︵
15
~
17
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
小
野
寺
　
正
樹
︶

　
令
和
５
年
11
月
17
日
に
三
川
町
の
農
業
関
係
団
体

と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
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千葉市

千葉県

船橋市

行政視察研修報告
千葉市：農業Week  ちばレポ（ICT活用のまちづくり）
船橋市：放課後子ども教室  学童保育

知ってましたか？知ってましたか？
千葉県の人口 627万8千人

世帯数 272万7千世帯

千葉県
全国1位農産物

落花生、ほうれん草、
大根、枝豆、日本梨

千葉市の人口 98万人

世帯数 46万６千世帯

議員定数 50人

主な農産物 野菜やお米、牛乳、
卵など

船橋市の人口 64万５千人

世帯数 29万７千世帯

議員定数 50人

主な農産物 小松菜、人参、枝豆、
船橋の梨など

千葉県幕張メッセで開催された「農業Week」
を視察し研修しました。

　今回で13回目となる「農業Week」には、農
業資材のほかスマート農業、6次産業化、畜産資
材、農業脱炭素などのエリアが設けられ850社
が出展していて、それぞれに農作業の省力化や
収益アップにつながるヒントが多数見られまし
た。また、多彩なセミナーも開催され「スマー
ト農業の未来と市場戦略」「鳥獣被害対策」
「若手農業者のトークセッション」などを受講
しました。

「農業Week」「農業Week」10月11・12日

令和5年11月1日現在
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問　 子ども居場所対策事業を始めること
となった経緯と持続するための工夫
は。

答　 授業の終了後等に小学校の余裕教室
や児童館等を利用して適切な遊び及
び生活の場を確保し、健全な育成を
図るために始めました。なるべく学
校敷地内で運営することなどを工夫
しています。

問　 定員超過になった場合の対応策は。
答　 放課後ルームについては、定員超過

になった場合に点数により入所順位
をつけており、低学年の児童の点数
が高くなるような配点をしています。

研修を今後のまちづくりに活かす

議会からの主な質問

（ICT活用のまちづくり事業）
　「道路が傷んでる」、「公園の遊具が壊れて
る」、といった地域の困った課題をスマホアプリ
を使って市民がレポートすることで、住民と行政、
住民どうしの間で課題を共有し合理的・効率的な
解決を目指す仕組みで、市民のニーズにきめ細か
く応えるなど市民参加型の事業について研修をし
ました。
　今後の方向性として災害・防災、地域資源など
での活用範囲を広げるなど参考になりました。

　今年度、学童に入れない児童が発生したこともあり、学校開放事業の先進地である船橋市で研修を受
けました。
　船橋市では、55の全ての市立小学校に「船っこ教室」（放課後子ども教室）と「放課後ルーム」
（学童保育）が設置されていました。どちらも勉強したり遊んだりして過ごせて、夏休みなど長期休暇
の利用も可能となっていました。「放課後ルーム」は年度ごとの申請が必要で有料でした。
　「船っこ教室」は定員がなく一度登録すれば卒業まで継続して利用でき、無料となっていました。
　また、課題となっている職員確保のため、多様な媒体の活用状況が説明されました。
　時間的な制約で現場視察はできませんでしたが、本町でのより良い放課後居場所づくりの参考となる
研修でした。

千葉市「ちばレポ」千葉市「ちばレポ」

船橋市「子どもたちの放課後居場所対策」船橋市「子どもたちの放課後居場所対策」

Ｑ：「船っ子教室」と「放課後ルーム」って、何がちがうの？

船っ子教室 放課後ルーム
対象 小学１～６年生

利用料金 無料 有料（月額１万円）
※おやつ代（2,000円）含む

活動場所 学校内
（校内の決められた活動場所）

学校内または学校外
（ルームにより異なります）

利用条件（※１） なし あり（保護者の就労等）

利用時間 １７時まで １９時まで

入退室連絡メール あ り

10月13日

10月12日

船橋市資料より抜粋

（※1）船っ子教室は、一度登録すれば卒業まで継続して利用できます。
　　　放課後ルームは年度ごとに申請が必要です。
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議 会 か ら 町 へ議 会 か ら 町 へ 政 策 提 言政 策 提 言
12月14日、総務文教・産業建設厚生の常12月14日、総務文教・産業建設厚生の常
任委員会及び学童問題検討委員会が1年間任委員会及び学童問題検討委員会が1年間
検討した結果を「令和5年度議会提言」と検討した結果を「令和5年度議会提言」と
して町長に提出しました。して町長に提出しました。

～ 課  題 ～
　公共インフラの多くは、高度経済成長期以降に人口増加
や経済発展を前提に急速に整備されており、今後一斉に更
新時期を迎えることが懸念されている。三川町道路長寿命
化修繕計画においては劣化の少ない初期段階での予防保全
型管理が計画されているが、国からの補助金等を見込むこ
とが困難な状況もあり、未改良の路線が多く残ったままと
なっている。

～ 提　言 ～～ 提　言 ～
　町民が安心して生活を送るためにも町道の整備は重要である。交付金に依存するだけでなく、
将来へ負担を先送りしないよう確実な予算措置により修繕計画の促進に一層努めるべきである。

町道の維持・修繕について町道の維持・修繕について

～ 課  題 ～
　子育て世代から高齢者まで、幅広い世代からのボランティ
アを求める広範な要望に応えられるだけの人材の確保が課
題となっている。
　また、ボランティア活動への参加がより円滑に行われる
よう、住民への意識の醸成を図る必要がある。

～ 提　言 ～～ 提　言 ～
　ボランティア活動への住民意識の向上を図り、有償ボランティアの導入などにより幅広い年代
からの参加を促すべきである。
　ボランティア活動への積極的な支援と広範囲にわたるポスター掲示など、啓発活動に取り組む
べきである。

ボランティア意識の醸成ついてボランティア意識の醸成ついて

劣化の進む町道

社会福祉センターに設置された
「ボランティアセンター」
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議 会 か ら 町 へ議 会 か ら 町 へ
～ 課  題 ～
　国では、人口減少や地域産業の衰退などをデジタルの活
用により「誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指すと
していることから、各自治体に対しても一層のデジタル化
が求められる。
　また、町民に対してはスマートフォンなどデジタル機器
の利活用に関する助言、指導体制の拡充が一層必要になる
ものと思われる。

～ 提　言 ～～ 提　言 ～
　デジタル技術の普及による「新たな日常」を確立するために、日常生活の利便性向上と行政運
営の効率化に関する具体策を描き、これを町民との共通理解のもとで推進することが肝要である
ことから、次の通り提言する。
・「三川町DX推進計画」のうち住民生活に直結する部分について分かりやすい解説書を配布す
るなど、計画の周知活動を実施すべきである。
・スマートフォンの LINE 等を活用して一人暮らし高齢者等の安否確認や困りごと相談に対応す
るなど、高齢化を踏まえた「新たなコミュニケーション体制」の構築をめざした具体的な取組み
に着手すべきである。
・DX推進計画の周知と併せて、高齢者等に対するデジタル機器の操作方法に関する指導助言体
制を確立するなどの支援策を実施すべきである。

デジタル田園都市の具現化策についてデジタル田園都市の具現化策について

～ 課  題 ～
　宅地開発も進行しており、ますます核家族化が加速され
ると思われ、第４次総合計画にある「子どもを安心して産
み育てられる町」にするためには、学童問題解決が喫緊の
課題である。
　現在の施設「テオトル」でも床面積には余裕があるものの、
安全面を考えると受け入れ定員が増やせない状況にあり、
増やすには施設と共に支援員・補助員の確保が課題と考え
られる。

～ 提　言 ～～ 提　言 ～
　学童保育を希望される町民が不安なく預けられるよう、新たな民間の学童保育施設の誘致を検
討しつつ、既存の施設の支援員・補助員確保に町内の有資格者や事業に理解のある人からの協力
を求める等、十分な体制を町が主導的に整えるべきである。
　また、学童保育だけではなく子どもの居場所づくりとしての「放課後子ども教室」と二本立て
の、幅の広い支援を検討するべきである。

学童保育の待機児童問題について学童保育の待機児童問題について

押切小学校に設置された学童施設
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